
福岡市科学館がやってくる！
―福岡市科学館アウトリーチ活動プログラム募集要項―

福岡市科学館では，館内で行われているサイエンスショーやプラネタリウム投映を公民館や

公共施設に出向いて行う「アウトリーチ活動プログラム」の募集を開始いたします。

①「ゲストティーチャー型」と「活動支援型」

「ゲストティーチャー型」は，当館のスタッフが講師として参加者の前で演示させていた

だきます。プログラムは，別紙のA~Jになります。

「活動支援型」は，地域の方々（子どもを含む）が主役となって参加者の前で演示するこ

とを当館スタッフが支援させていただきます。プログラムは打ち合わせ等を行い決定させて

いただきます。

※ 「活動支援型」では，内容の打ち合わせや事前講習が数回，ものづくりになった場合は材料等の準
備が必要になります。

②参加人数は２０名～１００名程度

参加人数の設定は，20名～30名。講堂・体育館など広い場所の場合は１００名程度のプロ

グラムも可能です。

※プログラムにより異なります。詳細はプログラムリストをご覧ください。

③準備は簡単

ご準備いただくものは，基本的に場所と電源，駐車場だけです。

※ 「活動支援型」は，事前に相談させていただきます。

※【H.移動プラネタリウム】は別紙をご覧ください。

④募集方法

⚫ 実施予定期間：2023年6月26日～2024年3月22日 ※注意※休館日（原則的に火曜日）を除く

⚫ 応募期間：2023年5月29日（月）～ 6月13日（火）

⚫ 応募方法：添付の応募用紙にご入力の上，メールでご応募下さい。

⚫ 応募できるのは福岡市内の団体，小児科病棟のある市内病院となります。

⚫ 実施日や内容は状況によっては，調整させていただく場合がございます。

ご希望に添えない場合もありますので，あらかじめご了承ください。



「ゲストティーチャー型」実施イメージ(例)

「活動支援型」実施イメージ(例)

① 実施約1か月前を目途に時間や内容等の確認と打ち合わせ
を行います。

② 実施日に科学館スタッフが指定の場所にて実演いたします。
※プログラムは別紙のA～Jになります
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① 実施プログラムについては事前に打ち合わせ，プログラム
等打ち合わせを行います。

② 演示を実施する方と事前講習も含め打ち合わせを行います。
※打ち合わせ回数は決まっておりません



■開催までの準備フロー

■開催までの主なスケジュール

応 募
応募書類をメールでお送
りください。

選 定
応募状況からスケジュー
ルを調整の上，開催地を
選定します。

結果通知
選定結果を通知します。
通知はご担当に電話と
メールで通知いたします。

開催準備
電話またはメールで打合
せを行います。場合により，

会場確認等をいたします。

実演準備
天文車，科学館車のどち
らかで，機材を運搬し，
実演準備を行います。

実 演
プログラムの中から協議
の上，実験ショーやワー
クショップを開催します。

「ゲストティーチャー型」プログラムリスト

※【H.移動プラネタリウム】について

●ドームを設置するため体育館のような広い空間が必要です。

●ドーム内が高温になるため，7～9月は実施できません。

●感染症など対策が必要になった場合は，別のプログラムもしくは
パソコンと平面プロジェクターなどを用いた星空解説に変更となり
ます。

詳しくは別紙をご確認ください。
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募集要項配布
応募期間

タイトル 対象 概要

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー

A 音のひみつ 小3
以上

音叉や真空ポンプ，身近にある道具
を使って音の正体や音の伝わり方，
音の高さを変える方法を学びます。

45分
～200名
屋内

B 空気の力
小3
以上

目には見えない空気の性質を，空気
の重さや圧力，空気砲など様々な方
法で探ります。

45分
～200名
屋内

C 超低温の世界 小3
以上

マイナス196度の液体窒素などを活
用した冷たい世界の実験。

45分
～200名
屋内

体
験

D ドローン体験
小3
以上

近年急速に活用されているドローン
を実際に使い，どんなことができる
のかなどを操作を通して探ります。

45分
または
90分

～20名
屋内

E 宇宙探査ロボット 小4
以上

自律的に動く宇宙探査ロボットをモ
チーフにしたロボットプログラミン
グ体験を通じて，問題発見，解決力，
論理思考力などを養います。

90分
～30名
屋内

F プログラミング体験 小4
以上

パソコンのスクラッチを使って，プ
ログラミングの基礎を体験します。

90分
～30名
屋内

工
作
・
体
験

G ふうせんでロケット
小3
以上

バルーンアート用の風船でロケット
を作り，空気抵抗などを考え，より
遠くへ飛ばすように工夫する創作型
の実験。

45分
～40名
体育館

観
察

H
移動プラネタリウム

※
小3
以上

移動プラネタリウムで星空の解説や
番組を見ることができます。

45分
～30名
体育館

I 天体観測
小3
以上

2～3台の天体望遠鏡を使いながら，
天体観測を行います。

60分
または
90分

～20名
屋外

実
験

J 太陽光の正体 中学生

プリズムを用いて分光を行ったり、
光の三原色について実験します。ま
た、簡易分光器で太陽光の分解を行
います。

45分
または
90分

～30名
屋内

⚫準備や片付けに前後とも1時間必要になります。

⚫対象はあくまでも目安です。

⚫応募される年齢層・人数に応じて，解説や実験内容を多少カスタマ
イズさせていただきます。

⚫プログラムの中には，天候に左右されるものがありますので，天候
不順の場合は屋内で可能なプログラムに変更する場合があります。

⚫Gは体育館のような広い空間が必要となります。


	スライド 1
	スライド 2: 「ゲストティーチャー型」実施イメージ(例)
	スライド 3

